
届出の対象となる建築物については、次のとおりです。

■ 特定建築物

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の

床面積）の合計が 2,000 ㎡以上の建築物（一戸建ての住宅・長屋を除く）

→ 特定建築物環境計画書により、環境配慮の取組を提出してください。

（提出義務があります。）

■ 特定建築物

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の

床面積）の合計が 2,000 ㎡以上の建築物（一戸建ての住宅・長屋を除く）

→ 特定建築物環境計画書により、環境配慮の取組を提出してください。

（提出義務があります。）

■ 特定外建築物

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の

床面積）の合計が 2,000 ㎡未満の建築物（一戸建ての住宅・長屋を除く）

→ 特定外建築物環境計画書により、環境配慮の取組を自主的に提出す

ることができます。

 （提出義務はありませんが任意に提出することを推奨します。）

■ 特定外建築物

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の

床面積）の合計が 2,000 ㎡未満の建築物（一戸建ての住宅・長屋を除く）

→ 特定外建築物環境計画書により、環境配慮の取組を自主的に提出す

ることができます。

 （提出義務はありませんが任意に提出することを推奨します。）

ＣＡＳＢＥＥ川崎の環境配慮項目
ＣＡＳＢＥＥ川崎には、建築物の環境性能を総合的に評価するため、多数の環境配慮項目があります。

また、川崎市の地域性等を踏まえ、建築に際して特に取組を推進していただく４つの重点項目を設けています。

届け出ていただいた特定（特定外）建築物環境計画書等の概要を、担当窓口

及び川崎市ホームページで公表します。

（図面や仕様書等は公表されません。）

■ 建築確認申請前

特定建築物の新築、増築、又は改築をしようとする方は「特定建築物環境計画

書」を作成し、建築確認申請をしようとする日の 21 日前までに市長に提出し

てください。

また、特定外建築物の新築、増築、又は改築をしようとする方も同様に「特定外

建築物環境計画書」を作成し、建築確認申請をしようとする日の 21 日前まで

に市長に提出することができます。

■ 変更時

特定（特定外）建築物環境計画書に記載されている事項を変更する場合は、変

更内容により、速やかに又は変更に係る工事着手予定日の 15 日前までに届け

出てください。

■ 工事完了時

工事が完了した場合は、速やかに届け出てください。

■ 提出先

直接次の窓口までお持ちください。

事前にご相談ください。

まちづくり局指導部建築管理課

〒 210-8577　川崎市川崎区宮本町1番地（明治安田生命ビル11階）

             TEL 044-200-3026

 ※「ＣＡＳＢＥＥ川崎」の使用方法を含めた「建築物環境計画書作成マニ

     ュアル」及び、提出書類の様式等は、次の川崎市ホームページからダ

     ウンロードできます。

http://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/76-6-2-0-0-0-0-0-0-0.html

　　　　　 エネルギー[省エネルギー]

　　　　機能性
　 　　 耐用性・信頼性
　　　　対応性・更新性

　　水資源保護
　　非再生材料の使用削減
　　汚染物質含有材料の使用回避

■ 緑の保全・回復　(Ｇ) 

■ 地球温暖化防止対策の推進　(Ｗ)

■ 資源の有効活用による循環型地域社会の形成　(Ｒ)

■ ヒートアイランド現象の緩和　(Ｈ)

川崎市の重点項目

建物外皮の熱負荷抑制
自然エネルギー利用
設備システムの高効率化
効率的運用

　　　音環境
　　　温熱環境
　　　光・視環境
　　　空気質環境

地球温暖化への配慮
　　　地域環境への配慮
　　　周辺環境への配慮

　　生物環境の保全と創出
　　まちなみ・景観への配慮
　　地域性・アメニティへの配慮

外皮性能（Ｗ）

・Low-Ｅガラス、庇による日射遮蔽

建物の熱負荷抑制（Ｈ）

・壁面の断熱仕様の強化

昼光利用設備（Ｗ）

自然エネルギーの直接利用（Ｗ）（Ｈ）

・ライトシェルフによる昼光利用

温熱環境悪化の改善（Ｈ）

・夏季卓越風向に対する見付面積の縮小

再利用可能な部材（Ｗ）（Ｒ）

・分別が容易な工法の採用

再利用効率の高い躯体材料（Ｗ）（Ｒ）

・高炉セメント、再生骨材の採用

自然エネルギーの直接利用（Ｗ）（Ｈ）

・クールヒートトンネルによる外気負荷削減

更新間隔の長い設備システム（Ｒ）

・長寿命部品、材料の採用

節水（Ｒ）

・省水型機器の採用
・雨水利用
・中水利用

設備システムの高効率化（Ｗ）（Ｈ)

・高ＣＯＰ空調機器設備の採用
・高効率照明器具の採用

生物環境の保全と創出（Ｇ）

・まとまった緑地の確保

・中高木の積極的な植栽による日射遮蔽

・空地の確保

自然エネルギーの直接利用（Ｗ）（Ｈ）

・ソーラーチムニーによる自然換気

設備システムの高効率化（Ｗ）（Ｈ）

・高ＣＯＰ熱源機器設備の採用

温熱環境悪化の改善（Ｇ）（Ｈ）

・屋上緑化

更新間隔の長い設備システム（Ｒ）

・長寿命部品、材料の採用

自然エネルギーの変換利用（Ｗ）（Ｈ）

・太陽光発電

・太陽熱給湯

居室
レターン
パス

居室

居室

廊下

階段室

外部風向
（夏季卓越風向）

廊下

廊下

　　　　　 敷地外環境[周辺への配慮]

　　　　　 資源・マテリアル[省資源・リサイクル]　　　　　 サービス性能[機能性・耐用性]

　　　　　 室外環境（敷地内）[緑・まちなみ]

　　　　　 室内環境[居住性]

届出内容の公表

届出の手続き

届出対象建築物


